
CASBEE
【添付書類チェックリスト】

正本
副本
（紙）

明示すべき事項 備考・評価項目

□
紙

□ (1) 建築物環境配慮計画書（表･裏） 要綱別記様式第１号

□
CD-ROM
（EXCEL)

□ (2) CASBEE新潟評価ソフト各シート

□ (3) 付近見取図 方位、道路、目標となる地物

縮尺、方位、敷地境界線、敷地内における特定建築物の位置、敷地に接す
る道路の位置及び幅員

駐輪場・駐車場の位置 LR3-2.3.3

縮尺、方位、間取り、各室の用途
Q1-3.1.2
Q2-1.2.2

内装計画について、取り組み内容がわかる説明 Q2-1.2.3

廃棄物処理負荷抑制に対する取り組み LR3-2.3.4

維持管理用機能の確保に向けた取り組み Q2-1.3.2

□ (6) ２面以上の立面図・断面図 縮尺、開口部の位置、階高、各階の天井の高さ、建築物の高さ
Q2-1.2.1
Q2-3.1.1

□ (7) 求積図 敷地面積、建築面積、各階面積、延べ面積、各用途毎床面積

主要な室の床、壁及び天井の仕上げ並びに断熱材の使用部位、種別及び厚
さ、外壁仕上げ

Q2-2.2.2
Q2-2.2.3

吸音材使用の有無 Q1-1.3

昼光制御の取り組み Q1-3.2.1

維持管理に配慮した取り組み Q2-1.3.1

リサイクル材使用の有無 LR2-2.4

持続可能な森林から算出された木材の使用の有無 LR2-2.5

部材の再利用可能性向上への取り組み LR2-2.6

建物外壁による反射光対策 LR3-3.3.2

昼光率計算書 Q1-3.1.1

照度計算書 Q1-3.3

壁長さ比率計算書 Q2-3.1.2

外構緑化指数計算書、建物緑化指数計算書 Q3-1

空地率計算書、中・高木やピロティ等水平投影面積率計算書、
緑地・水面等面積率計算書、舗装面積率計算書、
外壁対策面積率計算書

Q3-3.2

卓越風向に対する見付面積比計算書、隣棟間隔指標計算書、
地表面対策面積率計算書、屋根面対策面積率計算書、

LR3-2.2

省エネ法計算結果（BPIまたはBPImの数値、BEIまたはBEImの数値）
LR1-1
LR1-3

□ (10) 外構図 敷地の緑化計画のわかる資料 Q3-2

□ (11) 構造特記仕様書・構造計算書等 積載荷重、主要構造躯体の基準強度
Q2-3.2
LR2-2.1

□ (12)
光害対策ガイドライン・広告物
照明の扱いチェックリスト

屋外照明及び屋内照明のうち、外に漏れる光への対策の評価結果がわかる
根拠資料

LR3-3.3.1

□ (13) 機器リスト 空気調和設備機器、換気設備機器、衛生設備機器類、ポンプ類
Q1-2.2
LR2-1.1

給気口・排気口・給気機・排気機の位置 Q1-4.2.3

災害時の対策
Q2-2.4.1
Q2-2.4.2

空調配管・給排水管の更新性についての説明
Q2-3.3.1
Q2-3.3.2

災害時の対策 Q2-2.4.3

電気配線の更新性についての説明 Q2-3.3.3

災害時の対策 Q2-2.4.5

情報通信設備の更新性についての説明 Q2-3.3.4

□ (17) 衛生設備外構図 雨水処理方法 LR3-2.3.1

□ (18) 消火設備図 消火剤の種類 LR2-3.2.1

そ
の
他
図
書

□
CD-ROM
(PDF)

□ (19)

※1 評価する取り組みを実施している項目について、評価項目算定の根拠（明示すべき事項）を着色等により分かりやすく記載してください。
※2 明示すべき事項を記載する図書の種類に指定はありません。
※3 届出にあたり、チェックリストの提出は不要です。

□

(8) 仕上表

図書の種類

設
備
関
係
図
書
（

必
須
）

□
CD-ROM
(PDF)

評
価
ソ
フ
ト

電気設備関係図

情報通信関係図

建
築
関
係
図
書
（

必
須
）

各種計算書とその根拠図面

□
CD-ROM
(PDF)

(16)

□

空調衛生設備関係図(14)□

(15)

(9)

採点により評点が4点以上の項目に関する根拠資料
数値計算等を伴う評価項目は計算根拠

□

□

各入力項目の通り

配置図

各階平面図(5)

(4)□

□


